
生産履歴記帳運動

＊栽培記録は農作業の一つです！
栽培記録は生産者の義務であり、安全な農産物である証明となります。

自分を守るためにも生産履歴記帳を徹底しましょう！
＊全体　７６．４％　野菜　７８．４％　米　７５．２％

出荷前に必ず提出しましょう！

安全な農産物を生産するために

品目 平成２７年１１月２６日現在
出荷時期 生産履歴送付時期 対象者数 生産履歴回収人数 生産履歴残り（件） 生産履歴回収率

アスパラ （露地 ） ４月下旬 ４月外務 ９ ９ ０ １００．０％
春 ネ ギ ５月下旬 ４月外務 ５０ ５０  ０ １００．０％
初夏穫りキャベツ ６月下旬 5月外務 ３４ ３４ ０ １００．０％
キ ヌ サ ヤ ６月上旬 5月外務 ７ ７ ０ １００．０％
ふ き ６月上旬 5月外務 ２０ ２０ ０ １００．０％
メ ロ ン ７月下旬 5月外務 １ １ ０．０％
き ゅ う り ７月上旬 6月外務 ３ ２ １ ６６．７％
り ん ど う ９月中旬 5月外務 ６ ６ ０ １００．０％
小 な す ８月上旬 7月外務 １６ １５ １ ９３．８％
スナップエンドウ 5月外務 ２２ ２２ ０ １００．０％
ト マ ト ８月上旬 5月外務 １１ １１ ０ １００．０％
夏 ネ ギ ８月上旬 7月外務 １０８ １０８ ０ １００．０％
み ょ う が ８月上旬 7月外務 １５０ １５０ ０ １００．０％
シ シ ト ウ ９月上旬 8月外務 ２ ２ ０ １００．０％

梨 ９月上旬 8月外務 ７ ６ １ ８５．７％
枝 豆 １０月下旬 5月外務 ４ ４ ０ １００．０％
秋冬穫りキャベツ １０月下旬 9月外務 １６ ３ １３ １８．８％
秋 冬 ネ ギ １０月下旬 9月外務 １２９ ７８ ５１ ６０．５％
大 豆 １０月下旬 5月外務 １５１ １０２ ４９ ６７．５％
アスパラ （促成 ） １２月上旬 11月外務 １０ １０ ０．０％
山 う ど １２月中旬 11月外務 ５１ ４ ４７ ７．８％

米 ９月下旬 8月外務 １，２８１ ９６３ ３１８ ７５．２％
能 代 ７９３ ５９５ １９８ ７５．０％
二 ツ 井 ３５８ ２４３ １１５ ６７．９％
藤 里 １３０ １２５ ５ ９６．２％
野　　　菜　　回 収 率 合 計 ８０７ ６３３ １７４ ７８．４％
　　米　　　　回 収 率 合 計 １，２８１ ９６３ ３１８ ７５．２％
全　　　体　　回 収 率 合 計 ２，０８８ １，５９６ ４９２ ７６．４％
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詳しい内容や点検・整備の依頼については、
能 代 農 機 セ ン タ ー　５８－３９４９
二ツ井・藤里農機センター　７３－５０２２

冬期間の農機具の
整備・点検はお済みですか？

　トラクターやコンバイン等は、タ
ンクの燃料残量が少ないと、温度差
によって水滴が発生しやすく、サビ
の原因になります。また、クーラント
濃度を点検することを、おすすめし
ます。クーラント濃度が低いと、凍結
してラジエターやエンジンの破損に
繋がるので、注意が必要となります。

②　トラクター等の燃料残量やクーラント濃度の確認

　冬期間は中にたまっている水が凍
り、その箇所が破損する可能性があ
ります。一度、ご所有の動力噴霧機
内の、水確認をおすすめします。

①　動力噴霧機の水抜き

　農作業が一段落した冬期間は、これまで頑張ってくれ
た、農業機械の点検・整備を行ってはいかがでしょう？
　ＪＡ農機課では、随時点検・整備を受け付けており
ますので、ぜひご相談ください！！
　また、冬は低温・多湿のため、さまざまな機械でト
ラブルが起きやすい時期でもあります。
　特に次の２点を注意してください。

組合員のみなさまへ

牡牛座（4・20〜5・20）　柔軟性が高まり、みんなと上手に付き合える時期。周囲のサポートも期待できそう。海外に関する事柄に福あり9
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